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べると 100 分の１、1,000 分の１ぐらいです。
















































































というのは常滑で、これは 1844 年（天保 15年）


























































































































































































































































































































































































































こは絞り油の製造元で、土間には甕が 20 ～ 30
個あり、そのなかには江戸時代の甕もありました。
最大級の大きさの甕でした。江戸時代にはそのよ
うな需要が当然あったということです。ところが、
江戸時代の甕というのは、明治、大正、昭和まで
使用され続けるため、そのあたりで大きなギャッ
プが生ずるわけです。民俗学、民具学といった分
野も含め、取り組んでいく必要があります。考古
資料というものがなかなか残りにくい時代でもあ
り、考古学から解明するのは難しいところを他の
分野とフォローし合いながら取り組んでいかなけ
ればいけないだろうと思っています。
【曲田】　ありがとうございました。以上でシンポ
ジウムを終わります。
